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株 主 の 皆 さ ま へ
平素は格別のご支援・ご鞭撻をいただき心より

厚く御礼申しあげます。

ここに当社の第83期（平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで）における事業のご報告

をお届けするにあたり、ご挨拶を申しあげます。

当期におけるわが国の経済環境は、企業収益の

改善や設備投資に持ち直しの動きがみられ、緩や

かな回復基調が続きました。当業界におきまして

は、お客様の生活防衛意識が依然として強く、販

売競争の激化に加え、人手不足に伴う人件費の上

昇もあり、厳しい経営環境となりました。

このような情勢下におきまして、当社は、「おい

しく、北海道らしく。｣の方針のもと、「日糧ベスト

70」を中心とした主力製品の品質向上を継続し、

安全・安心でお客様に喜ばれる高品質な製品の提

供に努めました。

当期の業績につきましては、売上高は17,641

百万円(対前期比99.2%)、営業利益は385百万

円(対前期比92.3%)、経常利益は399百万円(対

前期比95.5%)、当期純利益は242百万円(対前

期比86.5%)となりました。

代表取締役副社長
染谷 正行

代表取締役社長
吉田 勝彦
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当社は、誠に遺憾ながら平成10年3月期以降、

長年にわたり無配を継続しておりました。この間、

株主の皆様にはご迷惑をお掛けすると同時に、多大

なるご支援を賜りました。この度、財務体質の改善

が進み、当期の業績と今後の経営環境等を勘案い

たしまして、1円50 銭の普通配当に、50 銭の復

配記念配当を加えて、合計1株当たり２円を復配す

ることとさせていただきました。当社は、今後も確

実に収益を確保できるよう、経営基盤と財務体質の

強化に努め、永続的な企業の成長と安定した配当

を継続することを基本方針として経営にあたってま

いります。

当社は、経営理念としている「いつも安心できる

おいしさと信頼感で人と環境にやさしい企業」とい

うミッション ( 果たすべき使命・役割 ) のもと、「良

質なパン・菓子を中心とした食関連事業」を通じて

「北海道の活性化に貢献する“ 真の北海道企業 ”へ

の成長」をめざすことをビジョンに据えております。

食に関するお客様のニーズや市場環境の変化を適切

に捉え、「おいしく、北海道らしく。」の方針のもと、

おいしさと価値のある製品を継続的に提供すること

が最大の責務であると認識しております。当社は、

食の安全・安心を追求し、品質の安定と向上に努め、

環境に配慮した効率的な経営をめざし、食品企業に

求められる役割や使命を果たしていく所存でござい

ます。

株主の皆さまにおかれましては、今後とも変わら

ぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

平成29年6月

経 営 理 念

Mission ミッション
（果たすべき使命・役割）

Vision ビジョン
（達成すべき企業像）

Domain ドメイン
（事業の領域）

いつも安心できるおいしさと信頼感で人と環境にやさしい企業

北海道の活性化に貢献する“真の北海道企業”への成長

良質なパン・菓子を中心とした食関連事業
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営 業 の 概 況

（単位：百万円）
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当期におきましては、「絹艶」、「北の国のベーカ
リー」、「ラブラブサンド」など主力シリーズ製品のさ
らなる品質向上に取り組み、顧客への積極的な取扱拡
大をはかりました。また、生産、販売、管理の各部門
における業務の見直しや効率化を推し進め、継続して
経営基盤の強化に取り組んでまいりました。また食品
安全衛生面におきましては、引き続き安全・安心で高
品質な製品を提供するため、「食の安全・安心」を最優
先の課題として AIB フードセーフティに基づく継続的
な工場運営の管理強化に取り組みました。

第83期の概況 区分別の売上状況

第 83 期における業績概況
（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

金額 前期比
売 上 高 17,641 百万円 99.2%
営 業 利 益 385 百万円 92.3%
経 常 利 益 399 百万円 95.5%
当期純利益 242 百万円 86.5%

「しっとり、やわらか」な食感をさらに向上させた「絹
艶」が順調に推移するとともに、北海道産原料を使用し
た「絹艶北海道」の積極的な提案が食パン売上を牽引し、
前期実績を上回りました。

食パン
(売上高2,489百万円、対前期比101.0％)

「北の国のベーカリー」シリーズと「ラブラブサンド」
シリーズの取扱拡大を継続するとともに、「こだわり」
シリーズなどのドーナツ類や季節感を取り入れた製品
を投入し売上の確保に努めましたが、ペストリー類が
伸び悩み、前期実績を下回りました。

菓子パン
(売上高6,621百万円、対前期比97.9％)
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今後の見通しといたしましては、雇用・所得環境の
改善傾向が続くなかで、景気は緩やかな回復基調が続
くことが期待されるものの、先行きは不透明な状況で
推移するものと予想されます。

当業界におきましては、人手不足に伴う人件費など
のコスト上昇や原油価格上昇の影響が懸念され、厳し
い経営環境が継続することが予測されます。

このような情勢下におきまして、当社は、「おいしく、
北海道らしく。」の方針のもと、「日糧ベスト70」を中心
とした主力製品の品質向上に継続して取り組み、安全・
安心でお客様に喜ばれる高品質な製品の提供に努めて
まいります。食パンについては、「絹艶」を中心に品質
訴求と積極的な売場づくりにより店頭シェアアップを
はかるとともに、お客様の多様化するニーズを取り入
れた製品の品揃え強化により売上の伸長をめざしてま
いります。菓子パンは、主力ブランド「北の国のベーカ
リー」、「ラブラブサンド」等の各シリーズの取扱拡大に
注力するとともに、お客様の健康志向に対応した製品
や季節の素材を取り入れた製品の開発・育成に取り組

み、売上の回復をはかってまいります。和洋菓子にお
いては、北海道産原料を活用した製品開発を強化する
とともに、ロングライフ製品およびチルド製品の育成・
拡充を進めてまいります。さらに、生産・販売一体と
なり市場動向に即応した製品施策と営業戦略の展開に
より新しい価値と新しい需要の創造に取り組むととも
に、一層の業務効率化を推し進め、目標達成に向けて
努力する所存でございます。

次期の見通し

「チーズ蒸しパン」などの蒸しパン類の伸長と「一口和
菓子」シリーズや季節商品が好調に推移するとともに、北
海道産原料を使用し積極的に取扱拡大をはかった「福かま
ど」シリーズの寄与もあり、前期実績を上回りました。

和菓子
(売上高3,541百万円、対前期比102.8％)

ロングセラー製品「ウエハスサンド」・「チョコブリッ
コ」の姉妹品の展開や、「チーズタルト」シリーズの品揃
拡大などにより、売上回復に努めましたが、コンビニエ
ンスストア向けのロールケーキが伸び悩み、前期実績を
下回る結果となりました。

洋菓子
(売上高1,008百万円、対前期比86.5％)

量販店向けの米飯類が引き続き堅調に拡大し、前期
実績を上回りました。

調理パン・米飯類
(売上高3,345百万円、対前期比101.9％)

次期の業績見通し
（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

金額 前期比
売 上 高 18,000 百万円 102.0％
営 業 利 益 400 百万円 103.8％
経 常 利 益 400 百万円 100.1％
当期純利益 180 百万円 74.3％

区分別の売上高構成比

食パン
14.1%

その他
仕入商品
3.6%

菓子パン
37.5%

和菓子
20.1%

洋菓子
5.7%

調理パン・
米飯類
19.0%

売上高合計
17,641百万円
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財 務 諸 表

貸借対照表（要旨） 損益計算書（要旨）

期別

科目

当期
平成29年3月31日現在

前期
平成28年3月31日現在

増減

資 産 の 部

流動資産 4,268,925 4,214,740 54,185

固定資産 8,513,431 8,367,651 145,780

有形固定資産 7,643,318 7,613,066 30,252

無形固定資産 112,564 84,860 27,704

投資その他の資産 757,548 669,723 87,825

資産合計 12,782,356 12,582,391 199,965

負 債 の 部

流動負債 4,578,892 4,804,852 △ 225,960

固定負債 3,716,156 3,615,200 100,956

負債合計 8,295,049 8,420,053 △ 125,004

純 資 産 の 部

株主資本 1,587,009 1,345,412 241,597

資本金 1,051,974 1,051,974 ―

利益剰余金 546,526 304,112 242,414

自己株式 △ 11,490 △ 10,674 △ 816

評価・換算差額等 2,900,297 2,816,926 83,371

純資産合計 4,487,306 4,162,338 324,968

負債純資産合計 12,782,356 12,582,391 199,965

期別

科目

当期
平成28年4月１日から

平成29年3月31日まで

前期
平成27年4月１日から

平成28年3月31日まで
増減

売上高 17,641,162 17,790,460 △ 149,298

売上原価 12,528,134 12,703,559 △ 175,425

売上総利益 5,113,028 5,086,900 26,128

販売費 3,929,271 3,907,766 21,505

一般管理費 798,485 761,646 36,839

販売費及び
一般管理費合計 4,727,757 4,669,413 58,344

営業利益 385,271 417,487 △ 32,216

営業外収益 41,016 33,852 7,164

営業外費用 26,620 32,918 △ 6,298

経常利益 399,667 418,421 △ 18,754

特別利益 2,989 1,105 1,884

特別損失 15,656 30,427 △ 14,771

税引前当期純利益 387,000 389,099 △ 2,099

法人税、住民税
及び事業税 154,769 158,392 △ 3,623

法人税等調整額 △ 10,182 △ 49,659 39,477

当期純利益 242,413 280,365 △ 37,952

（単位：千円） （単位：千円）
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キャッシュ・フロー計算書（要旨）

株主資本等変動計算書

期別

科目

当期
平成28年4月１日から

平成29年3月31日まで

前期
平成27年4月１日から

平成28年3月31日まで
増減

営業活動による
キャッシュ・フロー 659,620 523,298 136,322

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 525,979 △ 444,408 △ 81,571

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 65,328 △ 211,594 146,266

現金及び現金同等物の
増減額 68,312 △ 132,704 201,016

現金及び現金同等物の
期首残高 1,827,460 1,960,165 △ 132,705

現金及び現金同等物の
期末残高 1,895,773 1,827,460 68,313

（単位：千円）

（単位：千円）

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
評価・換算差額

等合計

平成２8 年４月１日
残高 1,051,974 304,112 △ 10,674 1,345,412 122,585 2,694,340 2,816,926 4,162,338

会計方針の変更に  
よる累積的影響額 ― ― ― ― ― ― ― ―

会計方針の変更を
反映した当期首残高 1,051,974 304,112 △ 10,674 1,345,412 122,585 2,694,340 2,816,926 4,162,338

当期変動額

当期純利益 ― 242,413 ― 242,413 ― ― ― 242,413

自己株式の取得 ― ― △ 816 △ 816 ― ― ― △ 816

株主資本以外の項目
の当期変動額 (純額） ― ― ― ― 83,371 ― 83,371 83,371

当期変動額計 ― 242,413 △ 816 241,596 83,371 ― 83,371 324,968

平成２9年３月31日
残高 1,051,974 546,526 △ 11,490 1,587,009 205,956 2,694,340 2,900,297 4,487,306
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近畿
9.0%

中部
9.4%

その他
5.2%

東北
2.8%

北海道
39.5%

関東
33.8%

外国人0.0%
証券会社
0.1%

自己名義株式
0.4%

金融機関
7.9%

その他
国内法人
52.3%

個人・その他
39.1%

株 式 情 報（平成29年3月31日現在）

株式の状況 所有者別分布状況

大株主（上位10名）

①発行可能株式総数

②発行済株式総数
（普通株式）

③株主数

その他国内法人 ････11,021
個人・その他 ･･････8,237
金融機関････････････1,665
証券会社･････････････････22
外国人 ･････････････････････1
自己名義株式 ･･･････････90

84,000,000 株

21,039,480 株

1,979 名

（うち単元株以上の株主数 1,568 名）

（※株式数および比率は表示単位未満の端数切り捨て）

千株

所有株数別分布状況
1,000株未満 ･･････････84

1,000株以上 ･････2,368

1万株以上 ･････････2,943

10万株以上 ･･･････3,213

100万株以上････12,429

千株

株主の地域別分布状況
北海道 ･････････････････783
東 北 ･･･････････････････56
関 東 ･････････････････670
中 部 ･････････････････187
近 畿 ･････････････････180
その他 ･････････････････103

名

株主名 持株数  持株比率

山崎製パン株式会社 5,982 28.4

日糧取引先持株会 3,116 14.8

日糧従業員持株会 1,238 5.8

株式会社ＡＤＥＫＡ 1,052 5.0

株式会社北洋銀行 1,038 4.9

相馬商事株式会社 821 3.9

東京海上日動火災保険株式会社 300 1.4

株式会社セコマ 210 0.9

メディパルフーズ株式会社 187 0.8

日本生命保険相互会社 174 0.8

千株 %

100万株以上
59.0%

1,000株未満
0.4%

1,000株以上
11.2%

1万株以上
13.9%

10万株以上
15.2%
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会 社 の 概 要

取締役・監査役

商 号 日糧製パン株式会社
本店所在地 札幌市豊平区月寒東1条18丁目5番1号
設 立 昭和21年5月16日 （創業昭和18年）
資 本 金 1,051百万円
事 業 内 容 パン・菓子等の製造および販売ならびにその他食料品の販売
従 業 員 数 752名 （平成29年3月31日現在）

【本 社】 〒062−8510 札幌市豊平区月寒東1条18丁目5番1号 （011）851−8131
【工 場】
 ・月 寒 工 場 〒062−8510 札幌市豊平区月寒東1条18丁目5番1号 （011）851−8131
 ・琴 似 工 場 〒063−0814 札幌市西区琴似4条7丁目4番7号 （011）611−8231
 ・釧 路 工 場 〒084−0905 釧路市鳥取南6丁目2番18号 （0154）51−2424
 ・函 館 工 場 〒041−0812 函館市昭和4丁目23番1号 （0138）41−2385

【支 店】
 ・旭 川 支 店 〒079−8442 旭川市流通団地2条1丁目11番地6 （0166）48−1123

【営業所】
 ・帯広営業所 〒080−2463 帯広市西23条北1丁目5番7号 （0155）37−2215
 ・北見営業所 〒090−0837 北見市中央三輪8丁目16番6号 （0157）66−5226
 ・青森営業所 〒038−0001 青森県青森市新田2丁目32番26号  （017）781−9009

代表取締役社長
代表取締役副社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

𠮷 田 勝 彦
染 谷 正 行
信 田 紀 生
渡  賢 司
北 川 由 香 里
栗 田 昌 直
山 本 隆 行
吉 沢 武 治
上 甲 道 人
實 重 洋 祐

執行役員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

塩 見 佳 久
落 合 久 仁 雄
木 戸 博 樹
沖 昇 平
那 須 英 幸
荒 畑 克 也
大 沼 晃 二

（注） 山本隆行氏は社外取締役、上甲道人氏、實重洋祐氏は社外監査役であります。 （平成29年６月29日現在）
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ト ピックス

「おいしい食パン」といえば やっぱり 「絹艶」
『絹艶』シリーズは、しっとりやわらかな食感と

風味豊かなあじわいで、毎日食べても飽きないおい
しさを追求し、品質向上に努めております。
『絹艶』は「２枚切り」から「10枚切り」まで豊富

なラインナップを取り揃えております。
また、北海道産小麦を100％使用した『絹艶北海

道』と、“しっとり・やわらかな食感”と“コクと深み”
を引き立たせた『絹艶プレミアム』も含め、より幅
広いお客様のニーズとお好みの食べ方に合わせてお
楽しみいただけます。 絹艶プレミアム絹艶北海道 絹艶

日糧 夏の おいしく、北海道らしく。キャンペーン！
6月1日から7月31日までの２か月間で、消費

者キャンペーンを実施しています。『絹艶』をはじ
めとする人気製品を対象に、ご応募いただいた方か
ら抽選で、話題の高級トースターや北海道ならでは
の食が満載のカタログギフトなどの豪華景品が総計
2,000名様に当たります。多くのご応募をお待ちし
ております。

食べやすい食パンを発売！
4月1日から発売した、小さくて食べやすいサイズの食パン2品

がご好評いただいております。いずれも北海道産小麦を100％使
用し、べつかい牛乳のほんのりとした甘さが活きた「牛乳ブレッド」
と、十勝産小豆の粒あんを巻き込んで焼き上げた「あんブレッド」
です。どちらも飽きのこないおいしさに仕上げました。

あんブレッド 牛乳ブレッド
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菓子パン  「北の国のベーカリー」シリーズ

和菓子 毎日食べておいしい本格派の和菓子  「北の茶屋」

「北の国のベーカリー」シリーズは、定番
の菓子パンとしてお客さまからご好評をい
ただいております。

7月には、さわやかな酸味のいちごジャ
ムと甘さ控えめのなめらかなホイップク
リームをしっとりとした生地で包み込んだ

「いちごジャムとなめらかホイップ」を新発
売いたします。

また、「あじわい薫るメロンパン」 と「あ
じわい薫るチョコチップメロン」は、クッ
キー生地のコクと風味を増し、パン生地は
さらにやわらかでしっとりとした食感に仕
上げました。豊富なラインナップをお楽し
みください。

当社は、もち米や小豆など北海道産の厳選素材を使用した
製品の開発に力を入れております。毎日食べておいしい本格
派の和菓子の新シリーズ「北の茶屋」を6月に発売いたしまし
た。特に製法にこだわった大福は、本格的にもち米を蒸して
搗
つ

き上げたコシのある生地に仕上げました。
お手軽に食べられる本格的な和菓子「北の茶屋」をぜひご賞

味ください。

その他の製品情報はホームページからもご覧いただけます。▶ http://www.nichiryo-pan.co.jp/スマートフォンからも閲覧できます。 

いちごジャムと
なめらかホイップ

あじわい薫る
メロンパン

あじわい薫る
チョコチップメロン

新発売
リニューアル

大好評発売中

洋菓子 愛され続けて30周年  「チョコブリッコ」
当社のロングセラー製品である「チョコブリッコ」は、

1987年に発売してからお客様にご愛顧をいただき、30
周年を迎えました。6月には、さらにチョコの風味を豊か
にし、やわらかなケーキ生地と相性の良い上品な味わいに
仕上げ、リニューアルしました。また、季節に合わせて期
間限定のおいしさを楽しめる製品もご用意しております。

リニューアル 夏季限定商品（6月発売）



株式メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 ３月31日 そのほか臨時に必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社（東京都中央区八重洲一丁目2番1号）

公 告 方 法 電子公告（当社ホームページに掲載）	 http://www.nichiryo-pan.co.jp/ir/koukoku.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告による公告ができない場合は、北海道新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 札幌証券取引所（証券コード：2218）

株式に関するお問い合わせ先・お手続き窓口
1. 証券会社に口座をお持ちの場合

株主様自身が口座を開設されている各証券会社へお問い合わせください。
2. 証券会社に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）

みずほ信託銀行へお問い合わせください。
【住 所】〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号 みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
【電 話】0120-288-324 （フリーダイヤル）
【お取扱店】みずほ信託銀行株式会社 本店および全国各支店、みずほ証券株式会社 本店および全国各支店

未払配当金のお支払いについて
【お取扱店】みずほ信託銀行株式会社 本店および全国各支店、みずほ銀行 本店および全国各支店

 ※みずほ証券では取次のみとなります。※トラストラウンジではお取扱いできませんのでご了承ください。
配当金計算書について

配当金のお支払いの際に送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく
「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付書類としてご使用いただくこ
とができます。確定申告をなさる株主様は、大切に保管ください。なお、株式数比例配分方式
をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われ
ます。確定申告を行う際の添付書類につきましては、お取引の証券会社にご確認をお願いします。

株主優待について
毎年３月31日（基準日）現在の株主名簿に記載された1単元以上を保有の株主様1記名に対して、
販売価格2,000円相当の当社製品をお送りいたします。
※写真は今年度お届けする予定のものです。

（注意事項）
※本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断したものです。予想には様々な不確定要素が内在しており、

実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資などの判断を行うことは差し控えて下さい。

当社は、第83期定時株主総会において、平成29年10月1日をもって当社普通株式10株を1株に併合し、単元株式数を1,000株から
100株に変更することについてご承認をいただきました。なお、この株式併合及び単元株式数の変更に伴う株主様による特段のお手続きの
必要はありません。
１. 株式併合による影響

株式併合により、株主様のご所有株式数は株式併合前の10分の１となりますが、１株当たりの純資産額は株式併合前の10倍となり、
株式市況の変動等の要因を別にすれば、株主様がご所有の当社株式の資産価値に変動はございません。

２. １株未満の端数が生じる場合の処理
株式併合の結果、１株未満の端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、全ての端数を当社が一括して処分し、その処分代金を、

端数が生じた株主様に対して、端数の割合に応じて分配いたします。
３. 単元未満株式の買取請求について

単元未満株式を所有されている株主様は、会社に対して買取請求をすることができます。
具体的な買取請求手続については、みずほ信託銀行株式会社 証券代行部（0120-288-324）へご照会ください。

株式併合および単元株式数変更のご案内


